
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

 

法人名 
有限会社めぐみ 

 
代表者 

坂本慎吾 

 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

「お一人お一人の思いを大切にし、健やかな日々が送れるよう支援します。 

地域の皆様に愛される施設を目指します。」を理念に掲げ、代表の自宅を改造し、地域

の中で家庭的な雰囲気で支援を行っている。 

利用者だけでなく、地域の方々にも気軽に相談できる場所として運営を行っている 

 

事業所名 
小規模多機能型居宅

介護めぐみ 
管理者 

大森裕志 

 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 人 ３人 １人 １人 人 人 １人 人 7 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自

己評価の確認 

①モニタリングと位置付

けてはいないが、現在も

送迎時などで折に触れ現

状について確認はしてい

る。初期のケア内容に対

する本人の反応や家族の

意見などを「初期モニタ

リング」として記録に残

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②目標を聞く時にもっと

具体的な内容を確認でき

るようにする。そこで知

りえた目標をケアプラン

に反映させ、支援内容に

反映させる。 

初回面接では特に「今何に困ってどうしてほしく

て利用を考えているのか」に焦点を当てて面接を

行い今後も困ったことがあれば柔軟に対応して

いくことができると伝え家族・本人が安心できる

よう図っている。 

・初回の利用前にケアマネが申し送りノートに基

本情報、簡単なアセスメント、支援内容、留意点

等を事前に係れているので見て確認している（朝

の申し送り時にも伝え職員が共有している）。 

・利用に慣れるまでは緊張されていることもあり

不安や心配なことはないか声掛け、気配りをして

いき居心地のいい場所となれるよう配慮する。 

・送迎時、家族から体調変化、変わった様子はな

いか聞く。連絡ノートでも確認する。 

独居の方も多くなり家族とのかかわりが難しい

方も増えてきた。 

・初期モニタリングをして記録に残すことが習慣

化できていない。 

 

 

慣れた地域での生活の継続を支援すること、利用

者様の「～したい」という要望を理解して支援で

きている。 

・本人の目標は今の状態を維持し不安なく生活し

たい」という方が多い。 

・家族の介護負担の軽減の為に対応。個々の思い

を受け入れ対応できている。 

自己評価の取り組みとしては、改善

点は特にみられず。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 新規契約の方は、契約 1 か

月以内の支援時の様子を

写真に撮り、家族に渡すこ

ととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「興味・関心チェックシー

ト」を導入。利用者の現状

や意向を担当者が分析し、

介護計画評価時、介護計画

作成時に活 

用する。 

 



 

③以前の暮らし方につい

ては支援の際に意図的に

情報を得る努力をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④利用者のいる地区の民

生委員さんに声掛けし連

携を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤地域の人たちと連携し

てケアを考える機会を持

つ 

 

身体・様子の変化を記録、申し送りに反映してい

る（痛み訴え、断った様子など） 

・ADL の状態をみていき、きることは見守り自

立に向けた支援は概ねできている。 

・前日の体調や変調、通所宿泊での変わった様子

など朝の申し送り時で職員間で情報を共有して

いる 

本人から聴取できた情報に正確性が乏しく、情報

として活用しがたいものが多かった。 

・以前の暮らしは本人が語ろうとしなかったりし

て見えていないところが多い。また以前の暮らし

方を知っている人との情報交換する機会がなく、

できていない。 

・昔の生活情報を「こうする！」という風に

は活かしていない。 

 

 

地域ケア会議も開催され情報提供することがで

きた。 

・運営推進会議に地域の役員の参加をしてもらっ

ている。 

・他の地区行事や集まりへ事業所から連れて行き

参加している。 

・夜間外出など帰宅されていての行動は地区の

方々が見守り、民生委員に連絡し地区で生活でき

ている。 

地区の行事（敬老会、ふれあい会等）に積極的に

参加している。 

地区以外の方の利用者の民生委員がわからない。 

・全ての利用者の地域の民生委員さんと連携でき

ているわけではない。 

 

 

家族の希望の宿泊は優先し受け入れを行ってお

り家族を支えることも行っている。 

・独居の利用者には休む際、バイタル測定や観察

など行い情報は共有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 地区外の民生委員との連携とあ

るが、実際取っているか？→現

状他所の利用者の民生委員と連

絡を要するような事例がない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 本人、家族のやり取りの中

で聴取した以前の暮らし

や「～したいこと」を記録

する。それを担当者は月評

価の際にフェースシート

に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 真穴地区以外で、独居等で

地区の方の支援が必要な

場合は民生委員など地区

の方と相談する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 現在でも柔軟な支援を行

っている。継続していく。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥地域ケア会議を行い、

地域のニーズを掘り起こ

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦運営推進会議の日に訪

問担当になった職員が会

議に参加する 

 

 

・事業所の受け入れを超えることがあっても突然

の泊まり、通所依頼あれば調整して受け入れてい

る。体調不良時には訪問回数を増やすなど状況に

応じて対応した。 

・日々の関わり変化などミーティング等で共有で

きている。 

・公民館行事に参加させてもらったり敬老会、ク

リスマス会では保育所、中学生も参加してもらっ

ている。 

・①独居の利用者にとって親戚や近所の方の関わ

りは大切。介護サービスが入ることでその関わり

が薄れないようにしたい。 

・体調変化や普段と違った様子など記録し、朝の

申し送り時、伝達し職員間で情報を共有した。 

 

 

地域での行事も機会があれば参加させてもらっ

ている。 

・穴井診療所とは急変時など来ていただけるよう

連携できており、福祉用具が必要な利用者には都

度対応している。公民館行事にもできる時は参加

しており近所の子供、職員の子供も来るときがあ

る。福寿会・地区カラオケ会といった行事に参加

している。保育所、中学生の行事への参加や総合

授業の受け入れをしている。 

・地域密着型連絡会など必要な会議には参加でき

た。地域の社協の会、婦人会、消防団など会員と

なり積極的に参加している。 

・高齢者はなかなか来所される方がいない。地区

でめぐみは認知症の方ばかり通所していると思

われている。 

 

職員と運営者側とは意思の疎通が図りやすい環

境にある。常に話し合っている。 

・運営推進会議では地区の方の色々な意見をきき

協議を行っている。 

・運営推進会議の議事録を見る限りできている。 

・老人会にめぐみの支援の説明会、独居老人の三

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 地域から研修・会議参加依

頼があった時は積極的に

参加する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 運営推進会議の日に入浴

か訪問委なった職員は参

加する。 

・全職員が一度は参加できるよ

うに図る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧一人一人がスキルアッ

プの為の研修目標を決め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨業務中の利用者に関す

る報告は声の音量を小さ

くして話す 

地区合同の集いに体操、歌に参加した。 

・職員としての意見は職員会の際、言うことがで

きている。 

・運営推進会議やケアマネのモニタリング時、本

人、家族から意見、苦情があれば職員に伝達し反

映できるようにしている。 

・スタッフ会を利用し会議に参加した人が報告。

地域の相談も乗っている。 

訪問担当でも時間がなく、なかなか会議に参加す

ることができないこともあった。 

 

 

 

研修への参加はできるだけ行っている。特に地元

の連絡会は。 

・目標、行きたい研修を設定し行っている。また

毎月職員会にて職場内研修、ヒヤリハット、事故

事例の話し合いをしている。 

・リスクマネジメントに関する研修を受ける。ヒ

ヤリハット、事故報告書を書き、職員会議で報告

し原因、対策を話し合い、再発防止に努めている。 

・介護福祉士など目標とした資格を取得している

ので、資格取得を目標とした研修には行っていな

い。 

 

 

拘束や虐待は行っていない。 

・本人の思いに寄り添い自由に出入りする支援を

行えている。 

報告はどうしてもフロア内になってしまい聞こ

えている時もある。施設の状況からも難しい場合

もある。職員の話を聞きながら利用者によっては

会話に入ってくる方もおられるので、他の利用者

さんに聞こえておりプライバシーは守ってない

かもしれない。 

・思いがけない行動をするときがあると大声を出

し、利用者を注目させる行動がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ サービスの質の向上を図

るために研修だけではな

く、マニュアルの見直しを

行っていく。 

・各職員が持ち回りで講師とな

り職員会議内での講習会を開

催する。 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 利用者の行動を制止する

際は離れたところから行

わず近くに寄ってから行

う 

 

 

 

自己評価の取り組みとしては、

改善点は特にみられず。 

＠ 



Ｂ．事業所の

しつらえ・環

境 

利用している人が心

地よいと思える環境

になっていると思う。 

特になし 
 

 ・初めて来る人には場所がわかりに

くい。曲がり角に看板がれば理想

的。 

・面会者が来た時に、どこに車を止

めたか確認した方がいい。以前、前

の路地に車を止めた方がいて警察

まで連絡があった。せっかく地域に

根差して活動しているのに、こうい

う所で近隣ともめるのはもったい

ない。 

・事業所のしつらえについては、問

題ない。 

・駐車場がいっぱいの時などは職員

であれば寺の駐車場を使ってもか

まわない。 

・面会者、来所者には駐車した

場所を確認する。 

・可能なら曲がり角に看板を設

置する 

・相談ごとなどは 1 階か２階の

和室で行う。 

Ｃ．事業所と

地域のかかわ

り 

介護的なことの相談

は常に受けていると

いうことで心強い 

このまま続けてほし

い 
 

 ・保育所、小中学生と交流している

ので家庭でも話題になっているは

ず。より多くの人に周知してもらっ

ていると思う。川上や合田ではそう

でもないかもしれないが、真穴なら

大体知られていると思う。 

・地域に根差しているので預ける方

としても安心。 

・区長が変わる時には挨拶しておい

てもいいかもしれない。区の困りご

とは区長に行くことが多い。話を通

しておくと相談があるかもしれな

い。 

・今のまま地域との関わりを保

つ。 

・区長、消防団長など改変時期

は気にしておき、適宜相談でき

る関係を維持していく。 

Ｄ．地域に出

向いて本人の

暮らしを支え

る取組み 

老人会など求めに応

じ、介護保険、小規模

多機能型居宅介護に

ついて説明する機会

を持つ 
 

 毎回、推進会議の資料をみると結構

外出しているし、地域の行事もよく

参加している。このまま維持してほ

しい。 

・推進会議で話題になった方がいた

ら、事業所だけではなく、会議の参

加者全体で情報を共有している。 

・それ以外の人にもいつでも相談に

来れる場所としてのアピールは必

要かもしれない。 

今のまま地域の中で活動して

いくのを維持してほしい。 



Ｅ．運営推進

会議を活かし

た取組み 

地域の人のことが話

題になり、会議で話し

た人が利用に繋がる

こともある。 

このまま続けてほし

い 
 

 他所の推進会議に比べると、地域の

中に根差しているのがよくわかる

模範のような推進会議だと思う。こ

のまま続けてほしい。 

・事業所の報告だけに終始せず、地

域の人のこと等話題によくなって

いる。それで何か解決することばか

りではないが、ここにいる様々な立

場の人が、それぞれの立ち位置で少

しでも気にすることができるよう

になる。情報を共有することはやは

り大切だと思う。 

・穴井区の民生委員の女性２人にも

会議参加の声掛けをしてもいいか

もしれない。現在１人参加してもら

っているが、忙しい時など来られな

いこともある。そういう時に他の民

生委員の方がいると情報が入りや

すいかもしれない。 

・会議の形態としてはこのまま

維持してほしい。 

・地元の民生委員の増員を検討

する 

Ｆ．事業所の

防災・災害対

策 

区の役員会などでも

防災計画の話はして

いる。 

有事の際には相談で

きる場であってほし

い 
 

 ・災害の時になるとどうしても男手

が必要。そうなると消防団との付き

合いは重要だと思う。できれば有事

の際には２人くらい回してもらえ

る体制が望ましい。 

・防災計画を作る時に消防団と相談

しながら、現実的に対応できるもの

ができたらいい。 

防災計画検討時は消防団との

連携を密に作成していく。 

 


